
 今回の 授業で豊 太郎がど んな人物 かを考え 、相沢と 比較する ことで、 私は豊太 郎の 性 格

に問題が あるので はないか と思うよ うになっ た。  

そして、 私が考え たのは豊 太郎が相 沢を憎む のは間違 いであり 、すべて の責任は 豊太 郎 自

信にある というこ とだ。  

豊太郎は いつも先 のことを 考えず、 その場し のぎの行 動をとる 。  

ドイツへ は仕事で 行ってお り、いず れ日本に 帰らなけ ればなら ないはず なのに、 エリ ス を

好きにな ったり、 相沢に別 れるよう 言われれ ば別れる と約束し 、エリス がいるの にも か か

わらずロ シアへ行 くのも日 本へ行く のも誘わ れればす ぐにそれ に従った 。  

このよう に、豊太 郎は明確 な意志を 持ってお らず、い つもその 場しのぎ の行動を とる。  

豊太郎自 信、そし て相沢は そのよう な豊太郎 は弱い心 を持って いると言 っている 。  

 一方相 沢はその ような豊 太郎の性 格を理解 した上で 豊太郎に 目的なき 生活はす るべ き で

ないと言 っている 。このこ とから、 相沢は豊 太郎とは 違い先の ことまで 考えるこ とが で き

る人であ るといえ る。  

 最後に エリスが 病気にな ってしま ったのは 、一見、 豊太郎が 知らない 間にすべ てを 告 げ

た相沢に 責任があ るように 思え、豊 太郎が相 沢を憎む 気持ちも わかる気 がする。  

しかし、 豊太郎が ロシアに いる時に 受け取っ たエリス からの手 紙には、 エリスが 豊太 郎 と

共に日本 へ行くこ とを母が 許してく れたと書 いてあり 、豊太郎 はエリス が日本に つい て こ

られるこ とを知っ ている。 それにも かかわら ず。大臣 にそのこ とを言い もせず、 すぐ に 返

事し、後 になって 事の重大 さに気が つく。  

そしてエ リスにど うやって 告げよう か長時間 悩み、結 局「我は 許すべか らず罪人 なり 」 と

感じてい ることか ら、豊太 郎 はエリス に日本へ 行くこと を告げな いと決め たことが わかる 。 

また、豊 太郎は相 沢に一応 エリスと 分かれる と約束し ており、 相沢はた だその事 実を エ リ

スに伝え ただけで ある。た とえこれ が相沢が 豊太郎の ためを思 ってやっ たことで はな い と

しても、 豊太郎が 約束した ことは変 わらない 事実であ る。  

 以上の ことから 、豊太郎 が最後に 大切なも のを失っ てしまう のは、先 のことを 考え な い

で、その 場しのぎ の行動を とる豊太 郎の弱い 心が原因 であり、 自分でも そのよう な行 動 を

とってし まうこと を認識し ていなが ら、改め ようとし ない豊太 郎が最後 に大切な もの を 失

なわざる を得なか ったのは 必然的な ことであ ったとい える。  

 よって 私は豊太 郎が相沢 を憎むの は間違い であり、 すべての 責任は豊 太郎自信 にあ る と

考える。  

 

 


